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Fig．5．　Underground　organs　of（｝mわ硫μm　806ηηg〃，　showing
　　　　the　whole　parts（A），the　anterior　parts（B）and　a　pseu－
　　　　dobulb（C）．A：B：C：×2／3．
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キッコウハグマ　Ainsliaea　apiculata　Sch．　Bip．（キク科）
　林床に生育する越冬性の多年草。地下茎は一次根茎で直立根茎。根茎の分枝は交代型仮軸分
枝。年枝の長さは3－40㎜。越冬芽は2－4個，前年伸びた根茎の鱗片葉の腋につき，長さ2
－ 5㎜，3－5枚の芽鱗に包まれる。芽鱗の背軸側上端と縁に上向きの毛がある。鱗片の向軸
側の基部に長さ3㎜ほどの上向きの毛叢がある。この毛叢は普通葉や花序の鱗片にもみられる。
根茎の毛は年枝の下方では上向き，上方では下向きになる。越冬芽は上部のものほど大きく，
翌年1まれに2個が伸長する。伸長した越冬芽は2－5cmに伸びて地表に出，10数枚の普通葉
を展開してロゼツトをつくり，頂芽は伸びて花序を生ずる。ロゼット葉には腋芽が生じないこ
とが多く，あっても発達しない。前年のシュートは伸長した越冬芽の数㎜上で枯れ落ち明瞭な
痕を残すので，見かけの年令を知ることができる。この試料では5年前の根茎まで認められた。
　不定根は年枝の下部の節から生じ根粒が多く，宿存根毛はわずかである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料：1998年11月16日　金沢市中山町
センボンヤリ　Leibnitzia　anandda（L）Turcz．（キク科）
　春に開放花，秋に閉鎖花をつける落葉性の多年草。根茎は一次根茎で直立根茎。10本前後が
集まった根束が二段につく特徴ある形をしている。閉鎖花の花茎は通常根生葉の上部の普通葉
か鱗片葉の葉腋から出る。花茎の断面は円形，葉柄は両側基部が翼状にひろがって花茎を抱く。
ロゼットの中心に綿毛に覆われた越冬芽があり，根茎の分枝は単軸分枝である。春に越冬芽が
伸長しその先に数枚の根生葉を開く。根茎の年枝は長さ2－16㎜，鱗片葉を着けないかあって
も1－2枚，根は出さない。不定根は花後に根生葉のつく節から葉柄の基部を突き破って出る。
この頃には前々年の根茎は枯れ落ちる。この全形の描かれた試料では開放花の痕跡はみられな
かったが，図の右下の拡大図の試料では今年伸びた根茎の上端にある繊維状になった葉，つま
り春に生じた葉の腋に小さな花茎痕が認められた。
　不定根には宿存根毛はほとんどない。　　　　　　　試料：1998年11月16日　金沢市中山町
シュンラン　Cymbidium　goeringii（Rchb、£）Rchb、£（ラン科）
　常緑の多年草。地下茎は発達せず地上茎の基部が膨らんで偽球をつくり，多くの偽球が連なっ
て独特の形態をなす。分枝は仮軸分枝である。発達した偽球は径17㎜程，多くは6－7枚の普
通葉を伸ばす。葉の基部は鞘状で，茎を包む。古い偽球ははじめ葉の枯れた繊維で覆われ，後
に繊維が脱落し環状の葉痕を現わす。花茎，越冬芽ともに偽球の基部の鱗片葉の葉腋につく。
この試料は2月に採集されているので，最も新しいシュートは前年に伸長したものとみなされ
る。従ってこの試料では今年開花する花茎は2－5年前の偽球から1本ずつ出ているが，花茎
痕は24年前の偽球までみられることになる。発達した偽球には花茎痕は2個あるが，同時に2
本の花茎は出ないようである。偽球は1年に1ないし2個（2個の場合は分枝）つけるので，
偽球を数えることにより見かけの年令を知ることができる。この試料では25年前の偽球まで認
めることができた。また，8年前，17年前，22年前，24年前の4回分枝しているが，一方は一
つの偽球をつけるのみで成長は止まっているので，両者が成長することはまれと思われる。
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不定根は偽球の基部の節から出て皮層が発達し，長いものは60cm以上あって分枝しない。古く
なると皮層がくずれて針金状の中心柱が現われる。宿存根毛はない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試料：1999年2月17日金沢市中山町
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